
 

意思の尊重が大事 
 じっとしていても汗ばむような猛暑が続いてい

ます。いかがお過ごしですか？ 

歳を重ね、体も頭も思うように動かなくなって

も、心地よいことはどんなことでしょうか。障害

者になっても、認知症になっても、自分の意思が

尊重され自分のことを自由に決められることは、

心地よく、生きてゆくう

えで大事なことではない

でしょうか。 

新聞のコラムに「国は

6 月に、認知症の初期から本人の生活を集中的に

支援する新施策を発表しました。日本がお手本に

した英国は、国を挙げて認知症施策に取り組む前

に、本人の意思を尊重するための法律を作りまし

た。同じ施策でも、基本原則が違えば結果も大き

く変わります。日本の新施策がうまくいくかどう

かは「本人の意思の原則」がどの程度徹底される

かにかかっているのです」と結んでありました。 

 施設や病院では、職員の目線で「問題行動あり」

と、ひと括りにされてしまいます。本人に寄り添

い、気持ちを汲み取とるなど、本人の側に立って

対応していただけたら、問題行動も緩和すること

が出来るのではないでしょうか。そんな新施策に

なってくれることを願っています。 

 

夏祭りの思い出はどんな事 
祭囃子が聞こえてくると子どものころの思い出

がなぜかよみがえってきます。 

仕事から帰った父親に連れられ「カーバイト」

の気持ち悪くなるような強烈なにおいの中で綿菓

子を食べたり金魚すくいをしたことなど、母が仕

立ててくれた浴衣を着て楽しんでいた当時の自分

に若返ります。不思議なことに。 

中でも、懐かしく思い出されることは、父がお

神楽が大好きで、私は、父の肩車に乗せられ何時

間でも見せられたことです。父は、踊り手の技量

やストーリーを話してくれるのですが、幼い私に

はチンプンカンプンで退屈で仕方がなかったこと

を。眠たくなっても父の肩車の上でじっと我慢す

るしかなかったことを懐かしく去年のことのよう

に鮮明に蘇って来ます。 

今なら、興味を持って父の説明を聞けてと思う

のですが、聞きたい時には父はいません。天国か

ら、こんな娘をどんな笑顔で見ているのか想像の

世界で遊んでいます。 

お祭りは、幾つになっても楽しいもイベントの

一つのようです。 

  

８８８８月月月月のののの予定予定予定予定    

回想ガイド活動は、３日（金）、７日（火）、２１日（火） 

昔の遊び体験教室は、２５日（土）、稲刈りを予定しています 

開催場所は、歴史民俗資料館 

開催時間は、13時 30分～15時 30分です 
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